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数万年から数十万年の長期的なタイムスケールで地層処分の安全評価を行う

上では, 過去の地質現象を把握し, 地質環境変動の特性を見出すことが前提と

なる. 本研究では, 過去の熱水活動に基づく物質移動現象を対象に, 年代測定鉱

物を用いて鉱物学的に評価することを目指し, モナズ石への Li 固溶とその要因

の解明を目的にモナズ石合成実験と回収試料の結晶構造及び化学組成分析を行

っている.  

岩石の隙間を埋めるようにして地球内部に存在する水は, 高い移動能力と元

素溶解能力を持つ優れた物質輸送媒体として, 地球内部の物質移動を支配して

いる. 近年, 地球内部における岩石-水相互作用のトレーサーとして Li が注目さ

れ, 鉱物中の Li の存在形態や挙動を解明するための研究が進められている. 本

研究で注目しているモナズ石は, 花崗岩や変成岩など, 地殻を構成する岩石に

微量だが広く産出する希土類元素のリン酸塩鉱物であり, Uや Th に富んで年代

測定に利用されている. また近年, モナズ石と水との相互作用の研究も進めら

れ, 地球内部の熱水活動の指標として利用する可能性が高まっている. ここで

さらにモナズ石への Li固溶が明らかになれば, モナズ石の Li濃度や同位体組成

から地球内部の熱水活動を地球化学的に特徴づけることができるようになる. 

地殻に広く産するモナズ石の鉱物学的データを積み重ねていけば, 最終的に過

去の物質移動現象を把握できる可能性がある. この可能性を検討すべく, Li をド

ープしたモナズ石の人工合成実験と回収試料の分析を行い, モナズ石への Li 固

溶とその要因の解明を進めている. 


